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ポスター作成を高校 1年生の冬期課題 1) としている。
これはまず「地域を学ぶ」ことに重点を置いている。
次いで「地域から学ぶ」ことをめざしている。ここで





























間の報告を東洋大学内で行った。 ここでは． エ クス
カ ー ションの目的や概要， 実施への思いなどを報告し
た。 つぎに約3時間の エ クスカ ー ションを実施した。




としてまわり， 落荷谷駅をゴー ル(©)とした。 また








る。 パンフレットとは「エ クスカ ー ション中に必要と











も作成できた。 一 方で． 地図の掲載 について課題が
残った。 現行の地形図に関しては， コ ピー などではな
＜ズー ムを適宜変えた地理院地図で対応できる。 し
かし， 旧版地形図は謄本交付を受けた白黒の地図を










げられる。 一 方で． コー スに合わせてパンフレットを
作成したため， ポイントごとに扱う年代が異なってし
まった。 パ ンフレットのペー ジをルー ト順にすべき
か， 時系列にすべきか， 再考の余地があろう。
4. エクスカ ー ションの様子
今回のエ クスカ ー ションは． 報告者（案内人）を先
頭にルー トに沿ってポイントをまわり． そこで説明す
るというスタイルをとった。 以下． 紙幅の関係上． エ







































（地形のペ ー ジと産業のペ ー ジ）





















多くみられた。 これを参考に今回のエ クスカ ー ション
では， 9個の坂を歩き，加えて少なくとも4個の坂を
見ることができるル ー トを設定した。
5 エクスカ ー ション実施後の成果と課題
エ クスカ ー ション実施後の成果と課題を地理と歴史





















いったフレー ズの活用である。 これらフレ ー ズを組み
入れた発問を検討する余地がある。


















体系的にエ クスカ ー ションの学びを考えていく必要性
を感じた。
6. おわりに
今回のエ クスカ ー ションには 現場の先生をはじめ
として大学院生を含む23名が参加した。 報告者（案
内人）だけではなく，参加者からも多くの発言があ












最後に，今回のエ クスカ ー ションでは，安全面や時









① 一 次資料の活用． ②地図のオリジナリティ． ③フィ ー






本報告の作成にあたっては 1 · 2 · 3章および地








永・慶応江戸切絵図』．70-71ペ ー ジ をもとに． 報告者
（案内人）が加華修正した。
